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1. はじめに
研究成果の社会的な波及を目的とした行動には大き

く分けて 2種類が考えられる．一つは社会的要求（ニー
ズ）に基づく応用研究を推進して，早期の実用化を目指
す社会実装志向の研究・教育活動 [1, 2]，もう一つは社
会（一般市民）に対して研究成果および専門分野を説
明し，その理解を促進させることを目的とするアウト
リーチ活動 [3]である．いずれのアプローチをとるに
しても，各種の研究成果が適切に社会で利用され，社
会を豊かにすることを目指すという視点から，単に研
究成果を追及するだけでなくその価値が何であるかを
説明することが研究者に求められていると著者は考え
る．なぜなら研究成果の学術的価値を正しく理解する
ためにも応用的価値を正しく利用するためにも相応の
知識が必要であり，理解のための知識を順序立てて説
明することにもまた，知の体系化としての価値がある
と捉えているからである．
著者らはロボティクスにおけるアウトリーチ活動の
一例として，テレプレゼンスロボット，ビデオ通話シ
ステム，インターネット・ストリーミング配信を活用
したコミュニケーション活動を紹介し，ツールのアウ
トリーチ活動への効果と有用性を議論した [4, 5]．近年
では特に，インターネットを利用した情報発信サービ
スが多種多様にリリースされ，研究成果はより手軽に
発信できるようになった．各種の動画配信サービスや
コード共有サービス 1 2等で研究成果を一般に公開する
研究者，研究機関，民間企業も少なくない．特に，2019
年下旬に端を発した COVID-19のパンデミックによっ
て，対面での活動や人的往来が制限されるようになっ
てから，物理的非接触が可能なオンラインでの情報発
信，コミュニケーションの手段は以前にも増して需要
が高まっている．
遠隔コミュニケーションについてはこれまでにも広
く議論されている．浅田はソーシャルネットワークサー
ビス（SNS）等のテキストベースコミュニケーションと
の比較からオンラインゲーム等に代表されるアバター
ベースコミュニケーションを分析している [6]．その発
展に位置付けられるバーチャルリアリティのコンピュ
テーショナルな 3次元空間（メタバース）におけるコ
ミュニケーションについては文献 [7]が詳しい．また，
ヘッドマウントディスプレイなどに代表される視聴覚
情報に加えて，遠隔の触覚情報も用いてコミュニケー
ションを図る手段も提案されている [8]．比較的導入の
敷居が低いことから，ビデオミーティングや動画配信が
一般に広く利用されているが，5Gなどの高速インター
ネット通信網の拡充とエンドユーザの端末の高機能化

1Github: https://github.com
2Code Ocean: https://codeocean.com

[9]に伴って，オンラインでのコミュニケーションの手
段はさらに多様化すると予想できる．
著者らは，インターネットを活用したロボティクス
のアウトリーチ活動として，2015年から日本ロボット
学会学術講演会にてオープンフォーラム「このロボット
がすごい [10]」を開催している．本フォーラムはすべ
ての講演をインターネットを通じてストリーミング配
信され，すべての講演動画が動画投稿サービスにアップ
ロードされていつでも閲覧可能な状態にしている点が
大きな特徴である．すなわち，会場に来場すれば誰でも
聴講できるオープンコンテンツであるオープンフォー
ラムの講演を，会場外，時間外にもオープンにした点に
本企画の価値がある．以前にこのような講演会が対面
で開催されていた背景には，講演者と聴講者との間の
インタラクションや雰囲気の共有があると考える．本
企画ではオンラインでもインターネット配信中の臨場
感を高め，配信元と視聴者との間の双方向コミュニケー
ションを実現するために，本企画では SNSのテキスト
ベースコミュニケーションを併用した．このようなハ
イブリッド開催はオンサイトとオンラインの両方の利
点を生かす手段として，ますます多様な手法が提案さ
れていくと期待できる．

2. オープンフォーラムにおけるインターネッ
ト中継の活用事例

2.1 開催の経緯

著者らは 2015年の日本ロボット学会学術講演会にお
いて，一般市民向けの研究発表会「このロボットがす
ごい」をオープンフォーラムとして初めて企画・開催
した．日本ロボット学会ヒューロビント研究専門委員
会3の協力のもと，さまざまな分野のロボット研究者・
技術者を招聘し，ロボットのおもしろさ，ロボット研究
の楽しさと難しさ，将来の構想などを語ってもらった．
本企画の特徴的な点は講演のすべてをインターネット
のストリーミング配信サービス4 5により中継し，会場
外からも講演にアクセスできるようにしたことがまず
挙げられる．さらにその講演動画を動画共有サービス6

7に投稿し，いつでも閲覧可能な状態にしたことも特長
の一つである．本企画より先行している TED 8や情報

3ヒューロビント（HUROBINT）)：2021年 3月に研究専門委員会と
しての活動を終了．http://www.koj-m.sakura.ne.jp/hurobint/

4Ustream．現在は IBM Video Streamingへと変更された． https:
//www.ibm.com/jp-ja/products/video-streaming

5ニコニコ生放送：http://live.nicovideo.jp/
6YouTube「このロボットがすごい」チャンネル: https://www.

youtube.com/c/konorobo/
7ニコニコ動画「このロボットがすごい」チャンネル： https:

//ch.nicovideo.jp/konorobo
8TED talks: https://www.ted.com/talks



図 1 2015年度オープンフォーラムの会場の様子

処理学会 IPSJ-ONE 9 ではすでに取り入れられている
手法であったが，本企画ではこれを学術講演会に当時，
単独で導入した．
元々，オープンフォーラムは学術講演会の講演発表
に参加しない人々も無料で聴講できる市民向けイベン
トである．ただし，来場する必要があるという制約が
あり，様々な都合により来場が叶わない場合にはオー
プンコンテンツでありながらその発信が届かないとい
う課題がある．本フォーラムでは講演をインターネッ
トで中継することにより，臨場感や精細さは損なわれ
るものの，会場に来場せずともどこでも講演を視聴で
きるようにした．また本フォーラムにおいては
また本フォーラムにおいては中継動画へのコメント
やリアルタイムコメント投稿サービス10に投稿された
講演へのコメント，質問を随時ピックアップし，質疑応
答に採用する試みをした．通常の講演において会場内
から質問がない場合には議長や司会が講演者に質問す
ることが通例となっている．その一方でストリーミン
グ配信によって会場外の参加者へ講演を届け，講演会
場の内外でリアルタイムの双方向コミュニケーション
を実現したことで，より議論を活性化させることがで
きた．これらのコメントはそれをまとめるウェブサー
ビス11を用いてアーカイブし，当時の臨場感を残す資料
として残存している．このようなストリーミングやプ
レゼンテーションに対してリアルタイムにテキストの
コメントを投稿するサービス12 13も近年盛んに利用さ
れている．

2.2 各年の開催報告

2015年 9月 5日（土）14:00–17:00に開催したオー
プンフォーラムは 9名の講演者によるトークセッショ
ンとし，通常の講演発表同様に会場からの質疑も受け
付けた．東京電機大学千住キャンパスという首都圏で
開催できたこと，また土曜日という日程も追い風とな
り，初めての企画ながら会場には一般来場者を含め約
160名が集まった（図 1）．その一方で動画配信サービ
スへのアクセス数は中継時に 500件を超え，すべてが
ユニークユーザーではないとしても，会場への来場者
相当もしくはそれ以上の注目を集めたといえる．

2016年 9月 9日（金）13:00–17:00のオープンフォー
ラムは同様の形式で，山形大学小白川キャンパスにて

9IPSJ-ONE: https://www.ipsj-one.org
10Twitter @konorobo: https://twitter.com/konorobo
11Togetter: https://togetter.com
12CommentScreen: https://commentscreen.com
13Slido: https://www.slido.com/jp

開催した．平日の地方都市での開催という条件であり
ながら講演会場での着席数は平均して 60名超，動画配
信サービスへのアクセス数は 500件程度を記録したこ
とを確認している．前年度の条件と比較して，講演会
場への来場数が減少したものの動画配信へのアクセス
数に顕著な減少は見られなかった．これは来場への地
理的，日程的制約にとらわれることなく講演会にアク
セスできたことの効果といえる．
その後，2017年の東洋大学川越キャンパス開催のオー
プンフォーラムでは 6名の講演者が登壇し，60∼70名の
来場者，450名超のインターネット中継視聴者を得た．
一般市民に開放されたオープンフォーラムではあった
ものの，2017年 9月 12日（火）14:30–17:30と平日日
中の開催であったため，来場者は学術講演会参加者が
多かった．

2018年 2月 3日（土）–4日（日）には福岡市科学館
と佐世保工業高等専門学校の主催による「サイエンス
アゴラ in福岡—このロボットがすごい—」を協力して
開催した．基調講演に加えて，ロボティクス分野の研
究者と他分野の研究者とがクロストークするこれまで
と毛色の異なる内容となったが，約 200名が来場，聴
講した．さらに，科学館という特性を生かして，14団
体による展示とデモンストレーションを 2日間に渡っ
て開催し，のべ 2,600名ほどの来場者が多くのロボッ
ト技術に触れた．物理空間で物理ロボットが動くとい
うのがロボットの魅力の一つでもあり，一般向けのア
ウトリーチ活動の側面として見ても，非常に効果的で
あったといえる [11]．
数回のオープンフォーラムの開催を経て，「講演者の
トークが多岐に渡り，短時間では収まりにくいこと」
「SNSも含めると質疑応答が活発に行われること」の 2
点に気づいた．これを受けて開催方針を，少人数で十分
な講演・質疑応答の時間を確保することとした．十分
な講演時間を確保することで講演者にも余裕が生まれ
たことは，本フォーラムの趣旨にも合致するものであっ
た．2018年の学術講演会（愛知県春日井市）では講演
者がロボットを持ち込んで実演するなど，来場者とのイ
ンタラクションが生まれた．これはオンラインでの実
現が容易でない，対面の講演会ならではのコミュニケー
ションである．2018年 9月 5日（水）15:15–17:15の
開催で，会場には約 70名，インターネットストリーミ
ングには約 150名が参加した．この開催よりインター
ネットストリーミングサービスの変更があったため14，
ユニークな視聴数のカウントの仕方が以前と異なるこ
とに留意されたい．

2019年度は早稲田大学早稲田キャンパスでオープン
フォーラムが開催され，4名の講演者に登壇いただい
た．現地会場には約 70名が来場し，インターネットス
トリーミングは約 150名が視聴した．2019年 9月 7日
（土）10:00–12:00と午前中開催であったためか来場者
数は首都圏開催にしては多くなかったが，安定した視
聴数は確保できたといえる．

2020年初頭ころから日本国内では COVID-19の感染
拡大の懸念から多くの行事が中止またはオンラインで
の開催に移行した．これを受けて日本ロボット学会学

14Ustream のサービス変更に伴うもの



術講演会も 2020年度はオンライン開催となり，オープ
ンフォーラムは中止となった．「このロボットがすごい」
は時期をずらした 2020年 12月 20日（日）16:00–18:00
にオンラインミーティング15にて開催し，2名の講演者
に登壇いただいた．このオンラインミーティングはイ
ンターネットストリーミング16 と連動し，同時配信を
実施した．このときの参加者は両サービスを合わせて
最大 130名であった．質疑応答では従来と同様に SNS
を併用するとともに，ミーティングのチャット機能を利
用して文字媒体での質問・コメントを受け付けた．完
全オンライン開催となったことによる利点として，講演
者が任意の場所から登壇できたことが挙げられる．い
ずれの講演者も搬送が容易でない大型のロボットを傍
に据えて，デモンストレーションを実施するなど，対
面会場ではなかなか実現できない講演となった．

2021年度の学術講演会もオンラインでの開催となっ
たが，オープンフォーラムが開催され，「このロボットが
すごい」もその一つとしてオンラインでの開催となっ
た．開催形態は 2020 年度と同様に，オンラインミー
ティングと SNS を併用した．2021年 9月 11日（土）
13:00–15:00の開催で，164名が参加し，活発な議論がな
された．本講演会においては講演者の一人がアバター
で登壇し，対面では実現の難しいオンライン開催なら
ではの利点を生かしていた．従前より本名や性別，容
姿等を秘匿したまま活動する個人は少なくなく，ハン
ドルネーム等と同様にアバターやボイスチェンジャー
を利用した講演やコミュニケーションも一般的になっ
ている（例えば [12]）．

2022年度は東京大学本郷キャンパスでの対面開催が
予定されており，「このロボットがすごい」も市民向け
オープンフォーラムの一つとして開催予定である．学
術講演会の講演は対面のみの予定であるが，本トークイ
ベントは従来どおりハイブリッドの開催を予定してい
るため，SNSも活用して積極的にご参加いただきたい．

3. おわりに
本稿では 2015年から 2021年までに開催した対面／
オンラインのハイブリッド型トークイベント「このロ
ボットがすごい」について，その開催意図と形式，さ
らに各回の開催状況を報告した．COVID-19 のパンデ
ミック以降，さまざまな領域でオンライン化が進み，講
演会や見学会などの対面開催が主であったものもイン
ターネットストリーミング等への切り替えを余儀なく
された．今後は次第に対面開催も戻りつつあると予想
されるが，一方でオンラインのみ，またはオンライン
ツールを併用した効果的なハイブリッド開催も期待さ
れる．本トークイベントは開催当初から対面とオンラ
インのハイブリッドの相乗効果を期待して開催を続け
てきた．今後もさまざまな手段で，ロボティクス分野
の研究のアウトリーチに貢献するような行事を企画し
たい．
謝 辞 本オープンフォーラムは日本ロボット学会
ヒューロビント研究専門委員会，若手・学生のための
キャリアパス開拓研究専門委員会（通称：ろぼやん17）

15Zoom: https://zoom.us
16YouTube Live: https://www.youtube.com/live
17ろぼやん：https://www.robo-young.jp

の協力により開催しています．また，毎回の開催にあ
たりご協力いただいている運営メンバーならびに登壇
者の皆様に厚く御礼申し上げます．
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